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02RA101 研究発表と討論 2 1.0 2・3 春ABC 水2 水野 聖哉

自分自身の研究計画や研究成果について、英語で
発表し、当該分野の世界の状況をふまえて考察で
きるとともに、ヒューマンバイオロジーの広い分
野の英語での研究発表を理解し、英語で討論す
る。

英語で授業。

02RA115
国際研究室ローテー
ション上級コース

3 10.0 3 - 5 通年 随時 鶴田 文憲

ヒューマンバイオロジー学位プログラムの担当教
員が主催する海外の研究室のうち、学生自身が興
味ある1~2の研究室を選択し、その研究室で8週間
以上博士論文研究の一部を実施し、研究の目的や
研究の進め方、得られた研究成果、今後の研究方
針について派遣先の指導教員ならびに帰国後に研
究指導教員と議論する。これにより、学位論文作
成に多様な研究遂行能力や結果の評価能力を習得
する。学生からの活動報告ならびに派遣先の教員
からの評価に基づき、教務委員会が研究指導教員
の研究室の研究内容との相違を含めた派遣の必要
性・意義、活動内容、成果について総合的に評価
を行う。

0BTX061と同一。
英語で授業。
対面

02RA116
海外企業におけるイン
ターンシップ上級コー
ス

3 10.0 3 - 5 通年 随時 高橋 智

本コースでは、インターンシップが可能な海外企
業を自ら探すことから始まり、ビジネスチャンス
につながる知識と方策を実践により身につける。
さらに、インターンシップの計画について海外企
業と交渉したうえで設定し、これを実施する。授
業から得られた科学的知識を実際の実務経験に統
合することが期待される。そのうえで、基礎研
究、応用研究の成果が、社会実装にどのようにト
ランスレーションされるかの実践を通して理解を
深める。

0BTX063と同一。
英語で授業。
対面(オンライン併用
型)
※授業形態（対面もし
くはオンライン）：受
入企業先 指導教員に
よる。

02RA117 適正技術上級コース 3 10.0 3 - 5 通年 応談 入江 賢児

適正技術教育から得られた実践的なスキルに基づ
いて、学生が対象となるコミュニティ(途上国や
国内過疎地域など)で新しいビジネスを開始する
ためのトライアルを行う。現地(途上国、国内過
疎地域)のニーズ、文化、環境、人などを考慮し
たうえで、現地の人に必要とされる最善の技術を
創出する。それにより、これからの社会で必要と
される問題解決力、現場対応力、起業力を身につ
ける。
1.適正技術の科目の履修に必要な基礎知識(適正
技術教育、途上国や過疎地域の現状、フィールド
活動等)について、講義と討論により学修する。
2.現地(途上国、国内過疎地域)のニーズ、文化、
環境、人などを考慮したうえで、現地の人に必要
とされる最善の技術を創出する。

0BTX065と同一。
英語で授業。
対面
※授業形態の詳細につ
いては、科目担当教員
に問い合わせること。
※履修生には、
0BTX045 適正技術 科
目のTA担当を依頼す
る。

02RA118
起業家マインド育成・
実践コース

3 10.0 3 - 5 通年 随時 大根田 修

「起業家マインド育成」で学習した内容をもと
に、実際の起業案を作成して発表する。起業案作
成に必要な、プロジェクト・マネジメント、市場
調査、組織構築、資金計画、スケジューリング、
リスク管理、出口戦略などを学習する。教育目標
としては、ヒューマンバイオロジー・食と健康に
関する特定のテーマに基づいて、起業または実現
可能性の高いビジネスモデルを創出できるように
なる。また、授業の達成目標はベンチャー企業の
起業やビジネスの継続知識・技術を、起業シミュ
レーションを通じて学習する。具体的にはヒュー
マンバイオロジー学位プログラムで修得が求めら
れる汎用的知識・能力、特に、ヒューマンバイオ
ロジー・食料健康科学の専門知識の活用、アイ
ディアを具体化・実行する実践力、プレゼンテー
ションや自己アピールなど表現力、多国籍間にお
ける対話・交渉力など統合的プロジェクト・マネ
ジメント力を習得する。

0BTX067と同一。
英語で授業。
対面(オンライン併用
型)
※授業形態（対面 も
しくは オンライン）
については、科目担当
教員について問い合わ
せること。

02RA303
キャリアマネジメント
学習

3 10.0 3 - 5 通年 随時 高橋 智

本コースでは、国際社会の中でリーダーとして活
躍できるために必要なビジネスコミュニケーショ
ンスキル、ソーシャルマナーを講義やワーク
ショップにより身につける。同時にチーム管理、
プロジェクト管理の基本的知識と方策を、同様に
講義やワークショップにより学ぶ。これにより、
学生は卒業後のキャリア開発を目的としたイン
ターンシップに参加する準備を整える。また、国
際社会において成功する社会的人として必要な実
践的な知識を習得することができる。

0BTX069と同一。
英語で授業。
対面(オンライン併用
型)
※授業形態（対面もし
くはオンライン）：実
習先 指導教員によ
る。
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02RA306
ヒューマンバイオロ
ジー研究 III

3 10.0 3 通年 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

学位論文につながる研究テーマについて、研究指
導教員の指導の下で、研究計画を設定し、研究を
遂行する。当該分野の研究の最新の動向を広く理
解するために発表された原著論文に精通するとと
もに学会での討論などを通じて、独立した研究者
としての最先端の専門知識を習得する。また、自
らの研究結果を適切に解釈し、必要な技能を習得
して、それを不断に向上させるとともに新たな研
究手法の確立にも励んで研究を進展させるととも
に、論文としてのまとめ方と論文執筆の技能を習
得する。

0BTX219と同一。
英語で授業。
主専攻必修科目
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